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●　平成１９年９月１日発行／発行所・蕨市役所

●　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｗａｒａｂｉ．ｓａｉｔａｍａ．ｊｐ

●　蕨市の面積　５．１０km２

●　８月１日現在人口：７０，９９６人 　前 月 比　＋２９人

　　　　　　　　　　　男　３６，３４４人　女　３４，６５２人

　　　　　　　　　　世帯数：３４，２６２

　　　　　　　　　　人口密度：１３，９２０人／km２

２００７/平成１９年

わらび・669

８月１９日に行われた「　８月１９日に行われた「蕨蕨
市総合防災演習」に市総合防災演習」にはは
１５００人の参加があり、１５００人の参加があり、万万
一の大災害に備えた初一の大災害に備えた初期期
消火訓練や救護訓練な消火訓練や救護訓練などど
が行われまが行われまししたた。。厳しい厳しい
表表情で取り組む市民の情で取り組む市民の皆皆
さんの姿さんの姿かから、ら、防災意識防災意識のの
高まりが感じられまし高まりが感じられましたた。。

会会場場：：北小学北小学校校
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■さいたま防犯・交通安全フェア／１５日･１６日 午前１１時 さいたま新都心駅改札前 防犯用品展示ほか 詳細＝県民防犯推進室（�０４８･８３０･２９４０）
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開
発
組
合
（
以
下
組
合
）

と
４
回
に
わ
た
っ
て
協
議

を
し
た
の
を
は
じ
め
、
市

の
顧
問
弁
護
士
と
も
相
談

し
な
が
ら
市
役
所
内
部
で

も
幾
度
と
な
く
検
討
・
研

究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
上
図
に
あ

る
第
１
工
区
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
大
幅
な
見
直
し

や
中
止
を
し
た
場
合
、
今

ま
で
組
合
が
支
出
し
て
き

た
事
業
計
画
作
成
費
用
な

ど
、
約
４
億
６
０
０
０
万

円
を
蕨
市
が
負
担
し
な
け

再
開
発
組
合
と
協
議

重
ね
最
善
策
を
探
る

　

今
年
６
月
以
来
、
新
市
長
が
掲

げ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
の
っ
と
り
、

見
直
し
を
検
討
し
て
き
た
蕨
駅
西

口
市
街
地
再
開
発
事
業
。「
権
利

変
換
前
で
あ
れ
ば
見
直
し
は
可

能
」で
あ
る
が
、「
こ
れ
ま
で
、
情

報
が
限
ら
れ
て
い
て
い
た
こ
と
か

ら
、
市
長
と
し
て
知
り
得
る
情
報

を
収
集
・
整
理
し
、
見
直
し
が
可

能
な
範
囲
を
見
極
め
て
方
向
性
を

示
す
」（
６
月
定
例
市
議
会
で
の

市
長
発
言
）
と
の
方
針
の
下
、
西

口
再
開
発
事
業
の
最
善
策
を
探
っ

て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
現
在
ま
で
に
、

第
１
工
区
の
事
業
主
体
で
あ
る
蕨

駅
西
口
地
区
７
番
街
区
市
街
地
再

れ
ば
な
ら
な
い
公
算
が
高
い
こ
と

や
、
国
や
県
か
ら
既
に
補
助
金
と

し
て
支
出
さ
れ
た
８
３
０
０
万
円

も
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
な
ど
、
多
く
の
マ
イ
ナ
ス
要
因

を
生
じ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
市
長
は
「
大
幅
な

見
直
し
や
中
止
に
よ
っ
て
、
結
果

的
に
市
が
新
た
に
ば
く
大
な
負
担

を
す
る
こ
と
は
、
税
金
の
ム
ダ
づ

か
い
の
一
掃
と
い
う
点
か
ら
、
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
考

第１工区の住宅棟と公共公益施設の完成予想第１工区の住宅棟と公共公益施設の完成予想図図

　「夏を越さない段階で、対応方針案

を示したい」と考え、これまで、精力

的に検討・研究などを重ねてきました。

そこで、このたび、蕨駅西口市街地再

開発事業への市の対応方針案がまとま

りましたので、皆さんにご紹介します。
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■ 対応方針案の主な項目 ■

●第１工区の中止には、約４億６０００万円以上の市の
負担がかかるため、断念せざるを得ず
●第１工区に対する市の負担約４億８０００万円を１億
円程度削減へ

●第２・第３工区は、市民参加の検討委員会をつく
り見直しへ
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● １００億円もの税金を使うハコものムダづかいの一掃
　・西口再開発事業の情報公開と市民参加で再検討
　　　（市の負担約２０億円。内、第１工区約４億８０００万円）
　・中央第一土地区画整理事業の抜本的な見直し
        （市の負担約８０億円）
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■視覚障害者の自立のための歩行訓練／１０月７日　午後１～４時 旭町公民館 ３０人　申し込み＝３０日まで県視覚障害者福祉協会（�０４８･５２２･２２２２）

　

し
か
し
、
建
物
全
体
の
見
直
し

は
難
し
い
と
し
て
も
、
市
の
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
や
、
情
報
公
開

の
徹
底
な
ど
、
７
万
市
民
の
利
益

に
立
っ
て
、
可
能
な
限
り
の
見
直

し
の
努
力
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
次
の
６
点
を

計
画
の
見
直
し
事
項
と
し
て
設
定

し
、
西
口
再
開
発
事
業
へ
の
対
応

方
針
案
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
１
点
目
は
、
第
１
工
区
全

体
の
事
業
費
約　

億
円
の
内
、
蕨

９０

市
が
負
担
を
予
定
し
て
い
る
約
４

億
８
０
０
０
万
円
を
、
組
合
の
協

力
な
ど
に
よ
り
、
１
億
円
程
度
削

減
し
た
い
と
考
え
て
い
る
点
で
す
。

　

２
点
目
は
、
事
業
に
対
す
る
情

報
公
開
の
徹
底
で
す
。組
合
に
は
、

最
大
限
の
公
開
を
す
る
よ
う
強
く

要
望
い
た
し
ま
し
た
。

　

３
点
目
は
、
３
階
建
て
公
共
公

益
施
設
の
施
設
内
容
を
、
こ
れ
ま

で
検
討
し
て
き
た
地
元
の
皆
さ
ん

の
声
も
尊
重
し
な
が
ら
、
再
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
隣
接
し
て
計
画
さ
れ
て
い

る
広
場
に
は
、
災
害
対
策
と
し
て

防
災
機
能
を
付
加
し
て
い
き
た
い
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��２７日（木）：午後７時～９時　東公民館
　　２８日（金）：午後７時～９時　南公民館
　　２９日（土）：午後２時～４時　総合社会福祉センター
　　　　　　　午後７時～９時　保健センター
　　３０日（日）：午後２時～４時　中央公民館

■ 問い合わせ＝市街地開発室（�４４１・４８００）

え
か
ら
、
西
口
再
開
発
事
業
第
１

工
区
の
大
幅
な
見
直
し
や
中
止
は
、

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
の
結
論

に
達
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
計
画
を

可
能
な
限
り
見
直
す

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

４
点
目
は
、
隣
接
市
街
地
と
西

口
広
場
を
直
結
し
て
い
る
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
に
つ
い
て
で
す
。
近
隣
住

民
の
重
要
な
道
路
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
は
、
再
開
発

区
域
の
敷
地
内
通
路
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
を
永
続
的
な
自
由
通

路
と
し
て
担
保
す
る
措
置
を
組
合

に
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

５
点
目
は
、　

階
建
て
住
宅
棟

３０

の
１
階
部
分
へ
は
、
公
益
的
な
店

舗
、
あ
る
い
は
業
務
を
導
入
す
る

よ
う
組
合
に
要
望
し
ま
す
。

　

６
点
目
は
、
第
２
工
区
、
第
３

工
区
に
つ
い
て
で
す
。
こ
こ
は
、

駅
前
に
面
し
て
い
る
区
域
で
あ
り
、

市
の
負
担
約　

億
円
が
想
定
さ
れ

１６

て
い
ま
す
。
今
後
、
市
民
参
加
の

検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
、
見
直

し
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
に
対
し
、
近
隣
住

環
境
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る

努
力
を
行
う
よ
う
、
指
導
し
て
い

き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
ま
で
の

西
口
再
開
発
事
業
の
取
り
組
み
や
、

市
の
対
応
方
針
案
は
、
お
分
か
り

い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

　

市
で
は
、
事
業
へ
の
対
応
方
針

案
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
伺
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
左
囲
み
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
方
法
や
、
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
案
内
を
参
照
の

上
、
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
後
は
、
市
議
会
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
や
ご
提
言
を
参
考
に
し
、

市
の
関
係
部
局
で
更
に
検
討
を
重

ね
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
西
口
再

開
発
事
業
へ
の
対
応
方
針
を
決
定

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

線路をはさんだ東側から見た西口再開発事業予定線路をはさんだ東側から見た西口再開発事業予定地地

�

市
民
の
意
見
採
り
入
れ

対
応
方
針
を
決
定
へ



　健康づくりや生きがいづくりを応援する老人福祉センター松原会館（錦町３丁目）は、

昭和４５年に開設して以来、高齢者の皆さんの憩いの場として利用されています。ここ

では、自 彊 術や水墨画、俳句など、年間を通じた趣味・教養講座で、いきいきと活動を
きょう

されているかたや、大浴場で体を流し合い、触れ合いを深めているかた、日当たりのよ

い大広間で談笑するかたなど、多くの皆さんの笑顔と出会えます。「松原に来る人は、

だれもが友達」という、そんな心温まる皆さんが集う松原会館。庭にある池のコイた

ちも、皆さんのご来館をお待ちしています。きっと、元気を分けてもらえるはずですよ。
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��������
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�
職
員
と
の
会
話
も
楽
し
み
の
１
つ
で
す

▲▲松原会館は年間で延べ約２万人が利松原会館は年間で延べ約２万人が利用用

▲▲すっかりなついた池
すっかりなついた池ののコイコイ

�
利
用
者
は
い
つ
も
笑
顔
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す

利用案内／対象＝６０歳以上の市民のか利用案内／対象＝６０歳以上の市民のかたた　免許証や保険証などを免許証や保険証などを
持って登録をしてくださ持って登録をしてくださいい　開館時間＝午前９時～午後４開館時間＝午前９時～午後４時時　問い問い
合わせ＝老人福祉センター松原会合わせ＝老人福祉センター松原会館館（（錦町３錦町３－－３３－－４１・４１・��４４３・６５４２４４３・６５４２））

女湯

男湯

駐車場

１F　集会室
２F　相談室
３F　ビリヤードコーナー・
　　会議室・和室

事
務
室

玄
関

大広間 和室

中庭

池

館内見取り図

ロ
ビ
ー

ト
イ
レ



▲▲自彊術で心も体もしなやかに。皆さんの元気はこうして培われていま自彊術で心も体もしなやかに。皆さんの元気はこうして培われていますす

��人気の大人気の大浴浴場。場。今月今月
は改修工事で使用は改修工事で使用でで
きませんきませんがが、、１０月か１０月か
らのリニューアルらのリニューアルオオ
ープンをお楽しみープンをお楽しみにに

��館内にはられ館内にはられたた
俳句俳句はは、、会員の皆会員の皆ささ
んが詠まれたもんが詠まれたものの。。
たくさんの思いたくさんの思いがが
込められていま込められていますす

▲▲��活動１０周年の水墨画教活動１０周年の水墨画教室室。。
先生のように個展を開けるよ先生のように個展を開けるようう
になるのが皆さんになるのが皆さんのの夢。夢。手直しを手直しを
受ける表情は真剣そのもので受ける表情は真剣そのものですす
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→往復はがきに「ワード基礎」・住所･氏名･年齢･電話番号を書き１８日までに県母子福祉センター（さいたま市大宮区吉敷町１-１２４･�０４８･６４２･６５５７）
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●
敬
老
祝
金
／
９
月
１
日
現
在
で
、

蕨
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
ん

で
い
る
左
表
の
年
齢
の
人
に
お
祝

い
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

給
付
・
助
成
・
融
資
な
ど

を
助
成
し
ま
す
。

●
家
族
介
護
慰
労
金
／
介
護
保
険

の
要
介
護
４
か
５
の
認
定
を
受
け

て
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
１
年

以
上
利
用
し
て
い
な
い
人
を
、
在

宅
で
介
護
し
て
い
る
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
家
族
に
、
年
額　

万
円

１０

を
支
給
し
ま
す
。

●
老
人
居
室
整
備
資
金
／　

歳
以

６０

上
の
人
と
同
居
し
て
い
る
か
、
こ

れ
か
ら
同
居
を
し
よ
う
と
す
る
人

が
、
高
齢
者
専
用
の
居
室
を
備
え

た
住
宅
を
建
築
す
る
の
に
必
要
な

資
金
融
資
を 
斡 
旋
し
、
利
子
を
全

あ
っ

額
助
成
し
ま
す
。

●
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
保
証
料
助

成
／　

歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
か
、

７０

配
偶
者
の
一
方
が　

歳
以
上
の
夫

７０

婦
世
帯
で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
が
、
市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅

を
借
り
る
と
き
に
保
証
人
を
確
保

で
き
ず
、
保
証
会
社
の
家
賃
等
債

務
保
証
制
度
を
利
用
し
た
場
合
に
、

初
回
保
証
料
の
２
分
の
１
（
３
万

円
ま
で
）
を
助
成
し
ま
す
。

●
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
／　
７０

歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
か
、
配
偶

者
の
一
方
が　

歳
以
上
の
夫
婦
世

７０

帯
で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

が
、
民
間
の
賃
貸
住
宅
に
住
み
、

①
月
額
１
万
円
以
上
３
万
円
未
満

の
家
賃
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、

月
額
６
０
０
０
円
、
②
月
額
３
万

円
以
上
６
万
円
以
下
の
家
賃
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
は
、
月
額
１
万

　

と
き
＝　

日
（
土
）　

午
前
の
部

１５

（
午
前
９
時
半
〜　

時
半
）／
錦
町
・

１１

南
町
全
地
区
・
中
央
１
、
２
、
６
、

７
丁
目
地
区　

午
後
の
部
（
午
後
２

時
半
〜
４
時
半
）
／
塚
越
・
北
町
・

中
央
３
、
４
、
５
丁
目
地
区　

と
こ

ろ
＝
市
民
会
館　

対
象
＝　

歳
以
上

７７

の
人
（
昭
和
５
年
９
月　

日
以
前
に

３０

生
ま
れ
た
人
）
内
容
＝
式
典
（
長
寿

者
表
彰
、
お
祝
い
の
言
葉
な
ど
）、

市
内
小
学
生
敬
老
作
文
の
朗
読
、
歌

謡
シ
ョ
ー
、
蕨
男
声
合
唱
団
の
懐
メ

ロ
な
ど
の
合
唱
、
ひ
か
り
幼
稚
舎
に

よ
る
合
唱
な
ど　

問
い
合
わ
せ
＝
介

護
保
険
室
（�
　

・
７
７
５
６
）

４３３

�������

�������

　厚生労働省がまとめた平成１８年の日
本人の平均寿命は、女性が８５．８１歳、
男性が７９歳で、過去最高を更新しまし
た。高齢社会が進むなか、市では、皆さ
んが、元気に暮らせるよう、各種事業を
進めています。ここ、６、７㌻には、皆さん
に役立つ福祉の事業や制度などをご紹
介しています。ぜひ、ご利用ください。

申し込み・問い合わせ　介護保険室（�４３３・７７５６）

円
を
助
成
し
ま
す
。

●
介
護
予
防
の
た
め
の
住
宅
改
修

費
を
助
成
／
手
す
り
の
取
り
付
け

や
段
差
解
消
、
床
材
の
変
更
、
扉

の
取
り
替
え
、
便
器
の
取
り
替
え

な
ど
の
改
修
。
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
人
が
助
成
の
対
象
で
す
。　

①　

歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者　

②

６５
介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
・
要
支

援
に
該
当
し
な
い
人　

③
世
帯
全

員
が
市
民
税
非
課
税　

助
成
額
＝

改
修
費
用
の
３
分
の
２
以
内
で
上

限
は　

万
円
。

１０

●
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負
担

軽
減
助
成
／
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
中
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
生

計
が
困
難
な
人（
条
件
あ
り
）に
利

用
者
負
担
の
一
部
を
軽
減
し
ま
す
。

金　額満年齢
２０,０００円７５歳　　

２０,０００円７７歳　　

２０,０００円８０歳　　

２０,０００円８５歳　　

２５,０００円８８歳　　

３０,０００円９０歳　　

３０,０００円９５歳　　

５０,０００円９９歳以上

●
福
祉
入
浴
サ
ー
ビ
ス
／　

歳
以

６５

上
で
自
宅
に
お
ふ
ろ
の
な
い
人
か
、

　

歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税
世
帯

７０の
人
に
毎
月
４
回
分（
７
・
８
月
は

６
回
分
）
の
公
衆
浴
場
の
入
浴
券

を
差
し
上
げ
ま
す
。利
用
の
際
、１

０
０
円
の
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

●
福
祉
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／　

歳
７０

以
上
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

に
、年
５
回
、理
美
容
の
割
引
券
を

差
し
上
げ
ま
す
。自
己
負
担
あ
り
。

● 
徘  
徊 
高
齢
者
等
家
族
支
援
サ
ー

は
い 
か
い

ビ
ス
／
徘
徊
行
動
の
あ
る
高
齢
者

が
専
用
端
末
機
を
携
帯
す
る
こ
と

で
、
家
族
が
本
人
の
居
場
所
を
確

認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
軽
減
助

成
／
居
宅
及
び
地
域
密
着
型
の
介

護（
予
防
）サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

て
い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

を
対
象
に
、
利
用
者
負
担
の
一
部

お
出
か
け
く
だ
さ
い

●
お
年
寄
り
を
敬
う
会

在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス

●
寝
具
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
／　

歳
以

６５

上
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
で
、

寝
具
類
の
乾
燥
や
消
毒
な
ど
を
す

る
こ
と
が
困
難
な
独
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
、ま
た
は
高
齢
者
世
帯
に
、

毎
月
１
回
（　

月
〜
３
月
は
月
２

１１

回
）、
寝
具
乾
燥
車
を
派
遣
し
ま

す
。
た
だ
し
、
寝
具
の
洗
濯
は
年

１
回
と
な
り
ま
す
。

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
／　

歳
以
上
の

６５

独
り
暮
ら
し
や
夫
婦
世
帯
な
ど
で
、

食
事
の
用
意
を
す
る
の
が
難
し
い

場
合
、
１
食
４
０
０
円
で
、
温
か

い
夕
食
を
お
届
け
し
ま
す
。

●
マ
ッ
サ
ー
ジ
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

と
き
＝
３
日（
月
）　
午
前　

時　
内

10

容
＝
視
覚
障
害
福
祉
協
会
と
蕨
戸
田

針
灸
按
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
マ
ッ
サ
ー
ジ　

1
人　

分
15

昨
年
の
お
年
寄
り
を
敬
う
会

けやき荘の民舞踊講けやき荘の民舞踊講座座
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市民と市長
の 面 会 日
　毎月第１
木曜日、今
月は６日、
１０月は４日
　午後１時
～５時　３
階、市長室、
気軽にお出
かけくださ
い。

　

８
月　

日
、蕨
市
総
合
防
災
演
習
が
、

１９

猛
暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
１
５
０
０

人
も
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
た
い
へ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

さ
て
、
防
災
演
習
を
通
じ
て
考
え
た

こ
と
は
、
大
災
害
の
際
、
市
民
の
命
を

守
る
い
ち
ば
ん
の
力
は
な
ん
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
新
潟
県
中
越
沖
地

震
で
は
、
亡
く
な
ら
れ
た　

人
の
多
く

１１

が
倒
壊
家
屋
の
下
敷
き
と
な
っ
た
こ
と

が
原
因
で
し
た
。
一
方
、
ご
近
所
の
か

た
が
た
が
、
余
震
の
不
安
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、 
瓦  
礫 
を
か
き
分
け
、
救

が 
れ
き

出
し
た
命
が
多
数
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、　

年
前
の
阪
神
大
震
災
で
震

１２

源
地
と
な
っ
た 
淡  
路 
島

あ
わ 
じ

 
北  
淡 
町
（
現
・

ほ
く 
だ
ん

淡
路
市
）
で
は
、
ご
近
所
の
か
た
が
た

が
、
倒
壊
家
屋
を
前
に
、「
こ
の
家
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
こ
の
辺
り
に
寝
て

い
た
は
ず
」
と
言
っ
て
、
真
っ
先
に
、

そ
の
場
所
の
瓦
礫
を
取
り
除
き
、
迅
速

に
救
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

古
い
家
屋
が
密
集
し
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
火
災
に
よ
る
延
焼
が
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
の
は
、
ご
近
所
の
か
た
が

た
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
消
火
活
動

が
力
を
発
揮
し
た
か
ら
で
し
た
。
あ
ら

た
め
て
、
ご
近
所
の
力
が
命
を
救
う
、

と
い
う
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、安
全
、安
心
の
ま

ち
づ
く
り
は
、
行
政
の
最
優
先
課
題
の
１

つ
で
す
。行
政
と
し
て
、公
共
施
設
の
耐

震
化
や
災
害
用
備
蓄
の
強
化
な
ど
災
害

対
策
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
ぜ
ひ
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
間
で
、「
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
防

災
意
識
を
高
め
、
ご
近
所
の
力
を
更
に

高
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
発
な
ま
ち

は
災
害
に
も
強
い
ま
ち
な
ん
で
す
ね
。

「ご近所の力が命を救う」

����������

�　

と
き
＝　

日（
土
）〜　

日（
木
）・

１５

２０

正
午
ま
で　

と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝　

歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
よ
る

６０

書
道
、
俳
句
、
絵
画
、
写
真
な
ど
の

作
品
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

�

生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与

充
実
し
た
毎
日
を

介
護
予
防
・
健
康

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
も
開
か
れ
て
い

ま
す
。
問
い
合
わ
せ
＝
交
流
プ
ラ

ザ
さ
く
ら（�
　

・
７
２
７
１
）

４３２

●
高
齢
者
ク
ラ
ブ
／
お
お
む
ね　
６０

歳
以
上
の
人
が
入
会
で
き
ま
す
。

市
内
に
は　

の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、

３０

生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
、
地
域

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
入
会
は
最

寄
り
の
ク
ラ
ブ
へ
ど
う
ぞ
。

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
／
お

お
む
ね　

歳
以
上
の
人
の
就
業
を

６０

お
手
伝
い
し
ま
す
。
会
員
制
。
問

い
合
わ
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー（�
　

・
４３３

０
９
６
２
）
へ
。

●
基
本
健
康
診
査（
無
料
）／
対
象

＝
昭
和　

年
３
月　

日
以
前
に
生

１８

３１

ま
れ
た
人　

受
診
期
間
＝　

月　
１０

３１

日
ま
で　

受
診
場
所
＝
蕨
市
、
戸

田
市
内
の
医
療
機
関（
結
核
健
診
、

肺
が
ん
検
診
も
同
時
に
受
け
ら
れ

ま
す
）
詳
し
く
は
対
象
者
に
事
前

に
お
配
り
し
た
「
受
診
券
」
を
御

覧
く
だ
さ
い　

問
い
合
わ
せ
＝
保

健
セ
ン
タ
ー（�
　

・
５
５
９
０
）

４３１

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
①
松
原

会
館
と
②
け
や
き
荘
（
塚
越
５
丁

目
）
が
あ
り
ま
す
。
対
象
は
、
市

内
在
住
の　

歳
以
上
の
人
で
す
。

６０

健
康
体
操
や
俳
句
な
ど
の
講
座
で

教
養
を
広
げ
な
が
ら
、
友
達
作
り

も
で
き
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
＝
①

同
館
（�
　

・
６
５
４
２
）
②
介

４４３

護
保
険
室
（�
　

・
７
７
５
６
）

４３３

●
老
人
憩
い
の
家
／
交
流
プ
ラ
ザ

さ
く
ら
内
に
あ
る
「
み
つ
わ
苑
」

（
南
町
２
丁
目
）
は　

歳
以
上
の

６０

人
が
利
用
で
き
ま
す
。
囲
碁
・
将

棋
の
で
き
る
娯
楽
室
な
ど
が
あ
り
、

●
日
常
生
活
用
具
購
入
費
の
補
助

／
日
常
生
活
で
火
災
警
報
器
、
電

磁
調
理
器
、
自
動
消
火
器
が
必
要

と
認
め
ら
れ
る　

歳
以
上
の
人
に

６５

購
入
費
の
一
部
か
全
額
を
補
助
し

ま
す
。
所
得
税
非
課
税
の
人
は
自

己
負
担
な
し
。

●
歩
行
補
助
づ
え
も
ら
え
ま
す
／

対
象
は
、
歩
行
に
常
時
つ
え
が
必

要
な　

歳
以
上
の
人
で
す
。

６５

●
紙
お
む
つ
が
も
ら
え
ま
す
／
対

象
は　

歳
以
上
の
人
で
、
常
時
お

６５

む
つ
を
必
要
と
医
師
が
認
め
る
人

か
、
常
時
お
む
つ
が
必
要
で
寝
た

き
り
の
人
で
す
。

●
福
祉
連
絡
シ
ス
テ
ム
／　

歳
以

６５

●
趣
味
の
高
齢
者
作
品
展

●
塚
越
プ
ラ
チ
ナ
学
園

　

仲
間
作
り
と
学
習
の
場
で
す
。
楽

し
く
学
ん
で
、
心
と
体
を
元
気
に
し

ま
す
。　

と
き
＝
第
１
、
第
３
月
曜

日　

午
後
１
時
半
〜
３
時
（
９
月　
１３

日
は
し
ょ
う
ゆ
工
場
の
見
学
会
、　
１０

月　

日
は
簡
単
計
算
と
脳
い
き
い
き

１５
講
座
を
開
催
）
と
こ
ろ
＝
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
け
や
き
荘　

対
象
＝　

歳
６５

以
上
の
人　

参
加
費
＝
年
間
２
０
０

０
円　

申
し
込
み
＝
東
公
民
館
窓
口

に
あ
る
申
込
書
に
参
加
費
を
添
え
て

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い　

問
い
合
わ

せ
＝
同
館
（�
　

・
４
０
５
２
）

４４２

●
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
介
護

保
険
の
要
介
護
４
か
５
の
認
定
を

受
け
た
寝
た
き
り
の
人
に
、
自
宅

で
利
用
で
き
る
割
引
券
を
配
布
。

程
度　
対
象
＝　

歳
以
上
の
人　
定
員

60

＝　

人　

当
日
午
前
９
時
か
ら
整
理

50
券
を
配
布　

無
料　

と
こ
ろ
・
問
い
合

わ
せ
＝
松
原
会
館（�
　

・
６
５
４
２
）

443

上
で
体
が
弱
く
、
独
り
暮
ら
し
の

人
の
お
宅
に
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

と
直
結
し
た
専
用
の
機
器
を
設
置

し
、
生
活
援
助
・
相
談
や
救
急
車

の
要
請
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

福
祉
・
医
療
・
権
利
擁
護
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
面
か
ら
皆
さ
ん
を
支
援

し
ま
す
。　
業
務
内
容
＝
総
合
相
談
・

支
援
、
権
利
擁
護
、
介
護
予
防
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど　

▲
認
知

症
予
防
講
座
／
と
き
＝　

月　

日

１０

１８

か
ら
全
５
回　

対
象
＝　

歳
以
上

６５

の
人（
お
知
ら
せ
版
１
㌻
を
参
照
）

問
い
合
わ
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー
（�

　

・
６
７
２
１
）

４３４

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
／
高

齢
者
の
皆
さ
ん
が
で
き
る
だ
け
要

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
予
防
対
策
を
は
じ
め
、

保
健
師
、主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

社
会
福
祉
士
が
チ
ー
ム
で
、介
護
・

歴史民俗資料館分館の景色を楽しむ皆さ歴史民俗資料館分館の景色を楽しむ皆さんん
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■テレビ埼玉「こんにちは県議会です」／毎週日曜日　午前１０時　県議会に関する情報を放送　詳細＝県議会事務局・広報担当（�０４８・８３０・６２５７）

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
、
秘

書
広
報
課（�
　

・
７
７
０
３
）へ
。

４３３

〔
差
し
上
げ
ま
す
〕

▼
ワ
ー
プ
ロ（
説
明
書
付
）　
　

年
間

１０

使
用�
吉
川
・�
　

・
７
９
３
６�

４４４

▼
小
型
冷
蔵
庫
（
幅　
�

×  

奥
行
き

５０

　
�

×  

高
さ　
�
　
１
ド
ア
タ
イ
プ
）

４０

５０

１
年
間
使
用　

受
取
方
法
は
電
話
で

相
談�
星
野
・�
　

・
４
０
１
９�

４４４

〔
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〕

▼
福
祉
・
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
乳
幼

児
の
服
を
必
要
な
人
に
無
料
で
差
し

上
げ
る「
わ
く
わ
く
リ
サ
イ
ク
ル
」を

　

月　

日
に
企
画
し
て
い
ま
す　

不

１０

２５

用
な
乳
幼
児
の
服
を
譲
っ
て
く
だ
さ

い　

受
付
期
間
＝　

日
〜　

月　

日

２０

１０

１３

�
福
祉
・
児
童
セ
ン
タ
ー
・�
　

・
４３１

７
３
０
０�

▼
ベ
ビ
ー
カ
ー
（
生
後
２
か
月
か
ら

使
用
で
き
る
も
の
）・
ラ
ン
ド
セ
ル

（
女
の
子
用
）　

価
格
は
相
談
で�
大

木
・�
　

・
１
５
３
０
・
２
０
５
８�

０９０

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
自
然
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ　
９
日　
午
前

９
時　
東
公
民
館　
１
０
０
円�
蕨
ネ

イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
・
大
澤
・�
　

・
２

４４３

０
９
１
・ogen21c@

yahoo.co.j

        
          p  �

〔
お
越
し
く
だ
さ
い
〕

▼
南
公
民
館
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ク
ラ
ブ

展　　

日
〜　

日　
午
前　

時
〜
午
後

１３

１７

１０

６
時　
ま
ん
ま
き
っ
ち
ん（
川
口
市
西

川
口
６
丁
目
）　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
バ
ッ
グ
な
ど
の
小

物
展
示�
内
田
・�
　

・
４
７
９
３�

４４１

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
ハ
ー
モ
ニ
ー
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
（
社

交
ダ
ン
ス
）　

木
曜
日　

午
後
７
時

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

�

賄
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

（
右
下
の
表
を
参
照
の
こ
と
）。

　

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
「
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
」
が
、
１
人
１
人
の
所
得

に
応
じ
て
計
算
を
し
ま
す
が
、
国

リポート　そこが知りたい

保
険
や
被
用
者
保
険
に
加
入
し
た

ま
ま
の
状
態
で
制
度
を
利
用
し
て

い
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
料

は
、
世
帯
主
や
被
保
険
者
が
、
国

民
健
康
保
険
税
や
社
会
保
険
料
と

い
っ
た
形
で
支
払
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の

高
齢
化
や
経
済
の
低
迷
な
ど
の
影

響
も
受
け
、
医
療
費
が
増
大
し
て

い
る
一
方
で
、
特
に
市
町
村
の
国

民
健
康
保
険
が
、
持
続
困
難
な
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
新
制
度
で
は
、
現
在
、

　

歳
以
上
の
人
が
加
入
し
て
い
る

７５国
民
健
康
保
険
や
被
用
者
保
険
を

切
り
離
し
、
高
齢
者
の
医
療
を
独

立
し
た「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

に
移
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
新
制
度
と
、
今
、
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
制
度
、
双

方
の
健
全
な
運
営
を
図
り
ま
す
。

　

で
は
、
新
し
い
制
度
の
内
容
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

の
試
算
で
は
、
平
均
で
月
に
１
人

６
２
０
０
円
（
年
額
で
上
限　

万
５０

円
）ほ
ど
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
納
付
に
つ
い

て
は
、
年
金
受
給
額
が
年
間
で　
１８

万
円
以
上
の
人
で
す
と
、
年
金
か

ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
の
人
は
、
納
付
書

に
よ
っ
て
、
保
険
料
を
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
既
に
「
老
人
保
健

制
度
」を
利
用
し
て
い
た
人
に
は
、

来
年
３
月
下
旬
に
新
し
い
保
険
証

が
送
ら
れ
ま
す
が
、
４
月
以
降
に

　

歳
に
な
る
人
に
つ
い
て
の
保
険

７５証
は
、
そ
の
年
齢
に
達
す
る
直
前

に
、
順
次
、
送
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
、
だ
れ
も
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
こ
の「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」は
、高
齢
化

社
会
が
進
む
な
か
で
、
よ
り
安
定

的
な
医
療
制
度
の
運
営
を
図
る
も

の
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

制
度
を
運
営
す
る
「
埼
玉
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」に
は
、

県
内
の
全
市
町
村
が
加
入
し
、
負

担
金
で
人
件
費
な
ど
を
賄
う
な
ど
、

財
政
運
営
面
で
も
更
に
規
模
を
拡

大
し
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

医
療
機
関
に
か
か
る
際
に
支
払
う

窓
口
で
の
自
己
負
担
は
「
老
人
保

健
制
度
」
と
変
わ
ら
ず
、

１
割
（
現
役
並
み
の
所
得

者
は
３
割
）
で
す
。

　

こ
う
し
た
医
療
機
関
窓

口
で
の
負
担
の
ほ
か
、
新

し
い
制
度
で
は
今
後
、
高

齢
者
の
皆
さ
ん
１
人
１
人

に
も
、
制
度
を
支
え
て
い

く
た
め
に
、
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

そ
の
割
合
は
、
医
療
制

度
に
か
か
る
財
源
の
１
割

に
当
た
り
ま
す
。
残
る
部

分
に
つ
い
て
は
、
国
、
県
、

市
の
公
費
５
割
、
現
役
世

代
か
ら
の
支
援
金
４
割
で

　

急
速
な
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
国
民
の
医
療
費
が
年
々
増
大
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
国
は
、
平
成

　

年
度
に
医
療
制
度
改
革
を
行
い
、「
老
人
保
健
医
療
制
度
」
の
廃
止
と
、
来
年
４
月
か
ら
、
新
た
に
「
後

１８期
高
齢
者
医
療
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
月
の
「
リ
ポ
ー
ト
・

そ
こ
が
知
り
た
い
」
は
、
医
療
制
度
の
現
状
と
新
た
な
制
度
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

0 H15 H16 H17 H18 H19

蕨市の65歳以上の人口推移
（各年４月１日現在）

10,000

12,000

14,000

１
１
７
９
６
人

１
２
１
３
６
人

１
２
４
６
０
人

１
２
８
７
７
人

１
３
３
５
０
人
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高齢者は年々増加傾向に
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�
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�
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�

�
�
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�
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平
成　

年
度
の
医
療
制
度
改
革

１８

で
、
来
年
４
月
１
日
か
ら
「
老
人

保
健
」
に
代
わ
る
新
し
い
制
度
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」が
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

加
入
の
対
象
と
な
る
の
は
「
老

人
保
健
制
度
」
と
同
様
に
、　

歳
７５

（
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は　

歳
）

６５

以
上
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

現
行
の「
老
人
保
健
制
度
」は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
国
民
健
康

市立病院の総合受付

後期高齢者医療制度の
財源内訳

公費
（国・県・市）
５割

現役世代現役世代
（74歳未満未満）
からの支援金からの支援金
４割４割

高齢者
（75歳以上）
の保険料
１割

現役世代
（74歳未満）
からの支援金
４割
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ドヌー　モハムマド　　　
　　　　　　イブラヒムさん

■秋の交通安全運動／２１日～３０日　重点目標＝高齢者や夕暮れ時と夜間の事故防止　飲酒運転根絶など　詳細＝安全安心推進課（�４３３・７７５５）

　

今
年
も
恒
例
と
な
っ
た
蕨
市
社

会
福
祉
協
議
会
主
催
の
福
祉
体
験

「
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
」が
開
か
れ
、

高
校
生　

人
が
元
気
に
参
加
し
ま

１１

し
た
。
７
月　

日
か
ら
２
泊
３
日

２６

の
日
程
で
松
原
会
館
に
宿
泊
し
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
蕨
サ
ン
ク

チ
ュ
ア
リ
で
の
清
掃
や
入
所
者
の

盆
踊
り
を
運
営
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
、
福
祉
へ

の
理
解
と
関
心
を
高
め
ま
し
た
。

特養ホームで福祉体験

火災鎮火に地域の協力

　

蕨
市
と
姉
妹
都
市
を
結
ぶ
ア
メ

リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
エ
ル

ド
ラ
ド
郡
で
開
か
れ
た
国
際
青
少

年
キ
ャ
ン
プ
に
、蕨
の
青
少
年
・
指

導
者　

人
が
参
加
（
派
遣
期
間
７

１９

月　

日
〜
８
月
７
日
）。現
地
の
青

２８
少
年
た
ち
と
寝
食
を
と
も
に
し
、

川
下
り
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
を

体
験
し
た
キ
ャ
ン
プ
生
活
の
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
、
国
境
を

超
え
た
心
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

日米青少年が心の交流

　

８
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
、
蕨

駅
西
口
駅
前
通
り
と
桜
橋
通
り
を

会
場
に
「
第　

回
わ
ら
び
機
ま
つ

５７

り
」が
開
か
れ
、　

万
人
の
人
出
で

３２

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今
年
も
商
店

や
学
校
な
ど
か
ら
出
展
さ
れ
た
七

夕
飾
り
が
沿
道
を
飾
る
な
か
、
子

ど
も
た
ち
の
ダ
ン
ス
や
「
わ
ら
び

音
頭
」の
手
踊
り
が
あ
っ
た
ほ
か
、

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
楽
器
演
奏
も

あ
り
一
段
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

蕨の夏を彩る機まつり

　

蕨
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

唯
一
の
外
国
人
登
録
者
、
ユ
ス
フ

さ
ん
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ

ル
タ
出
身
で
す
。　

年
前
に
来
日

３３

し
貿
易
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
定
年
後
、
今
年
３
月
に

同
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
ま
し
た
。

朝
の
２
時
間
、
駅
前
の
清
掃
や
草

む
し
り
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
ユ
ス
フ
さ
ん
は
、
た
く

この
まちに

暮らして
ま
・
ち
・
の
・
話
・
題　
�

インドネシア
塚越３丁目・６６歳

さ
ん
の
出
店
が
並
ぶ
、
お
祭
り
が

大
好
き
で
町
会
の
盆
踊
り
や
機
ま

つ
り
へ
よ
く
出
か
け
ま
す
。
い
つ

も
模
擬
店
の
焼
き
そ
ば
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

先
月
の
機
ま
つ
り
で
は
、
同
セ

ン
タ
ー
の
一
員
と
し
て
お
店
を
手

伝
い
ま
し
た
。「
皆
さ
ん
、と
て
も

優
し
く
し
て
く
れ
ま
す
。
今
後
も

地
域
の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
」。

マハユリン ユスフさん
　

������

100　歳
　今年の敬老の日は９月１７日です。こ

の日は、今日までの日本を築いてこら

れた高齢者のかたがたを敬い、そして、

感謝の気持ちを更に深めるたいせつな

日です。私たちのまちには、６５歳以上の

かたが、８月１日現在で、人口の１８．３４

％に当たる、１３，４７２人（昨年比５１６人の

増）いらっしゃいます。その中の最高

齢者は、南町にお住まいの酒井ナミさ

んで、今年、ちょうど１００歳になられま

した。この酒井さんをはじめ、高齢者の

皆さんには、これからも末永く、健康で

長生きしていただきたいと思います。

福
祉
・
児
童
セ
ン
タ
ー　
月
２
５
０
０

円　
初
心
者
歓
迎　
初
回
月
無
料�
矢

沢
・�
　

・
２
５
５
０
・
６
８
１
０�

０９０

▼
中
央
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ　

木
曜
日　

午
後
３
時
半　

中
央
公
民

館　

月
３
０
０
０
円�
山
崎
・�
　

・
４４３

２
７
５
５�

▼
３
Ｂ
体
操　

金
曜
日　

午
後
３
時

市
民
体
育
館　
　

〜　

歳
代
の
女
性

２０

６０

月
３
０
０
０
円　

無
料
体
験
可�
新

藤
・�
　

・
１
６
１
１
・
９
５
７
０�

０９０

▼
新
舞
踊
あ
じ
さ
い　

月
曜
日　

午

後
１
時
半　

中
央
公
民
館　

月
２
０

０
０
円�
武
田
・�
　

・
１
４
７
８�

４４３

▼
蕨
中
東
カ
ン
フ
ー
ク
ラ
ブ　

土
曜

日　

午
前　

時　

中
央
東
小
体
育
館

１０

小
学
生
以
下　

月
３
０
０
０
円�
上

原
・�
　

・
２
７
６
１�

４４５

▼
蕨
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
ウ
イ
ン

ズ（
吹
奏
楽
）　

土
曜
日　

午
後
６
時

中
央
公
民
館　

高
校
生
以
上
の
経
験

者
で
楽
器
を
お
持
ち
の
人　

月
２
５

０
０
円（
学
生
は
月
２
２
０
０
円
）　

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
募
集�
村
尾
・

�
　

・
１
５
４
８
・
８
２
１
２�

０９０
▼
わ
ら
び
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

（
初
級
者
講
座
）　

第
１
・
３
金
曜
日

午
後
１
時
半　

加
藤
文
具
店
２
階

（
中
央
７
丁
目
）　

月
２
０
０
０
円　

　

月
開
講
・
説
明
会
＝　

月
５
日　

１０

１０

パ
ソ
コ
ン
レ
ン
タ
ル
相
談
応
じ
ま
す

�
星
野
・�
　

・
４
８
３
６�

４４４

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
自
助
活
動

月
曜
日　

午
後
７
時　

中
央
公
民
館

お
酒
を
や
め
た
い
人�
セ
ン
ト
ラ
ル

オ
フ
ィ
ス
・�
　

・
３
５
９
０
・
５

０３

３
７
７�

▼
蕨
断
酒
新
生
会（
酒
害
相
談
）　

４

日
＝
中
央
公
民
館　
　

日
＝
南
公
民

１２

館　
　

日
＝
旭
町
公
民
館　

午
後
６

２０

時
半�
岡
田
・�
　

・
３
１
７
２�

４４１

�

安全道路は市民の声で
　

交
通
安
全
対
策
に
市
民
の
声
を

生
か
そ
う
と
、８
月
６
日
、国
土
交

通
省
大
宮
国
道
事
務
所
の
主
催
で

交
通
安
全
道
路
診
断
が
開
か
れ
ま

し
た
。
交
通
安
全
母
の
会
の
皆
さ

ん
と
市
職
員　

人
が
参
加
し
、蕨
警

４０

察
署
か
ら
事
故
が
多
発
し
て
い
る

国
道　

号
沿
い
の
交
差
点
（
北
町

１７

５
丁
目
）で
説
明
を
聞
い
た
後
、事

故
防
止
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、

交
通
安
全
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

塚
越
５
丁
目
で
地
域
の
皆
さ
ん

が
火
災
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
ま
し
た
。
火
災
の
通
報
を
し

た
の
は
、
歩
行
者
の 
落  
合  
和  
夫 
さ

お
ち 
あ
い 
か
ず 
お

ん
。
そ
し
て
、
隣
家
の
ガ
ス
コ
ン

ロ
か
ら
立
ち
上
る
炎
を
新
日
本
科

学
機
器（
株
）の
皆
さ
ん
が
、
濡
れ

ぞ
う
き
ん
を
か
ぶ
せ
て
鎮
火
。
冷

静
な
判
断
で
迅
速
に
行
動
さ
れ
た

皆
さ
ん
に
対
し
、消
防
本
部
は
、８

月
２
日
、感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
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→筆記・面接試験＝１０月２４日　授業料あり　来年４月入校　申し込み＝１０月１日～１７日に学生は同校（�０４８・７８１・３２４１）　学生以外はハローワークへ

お
父
さ
ん　

お
隣
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
救
急
車
で
運
ば
れ
た
っ
て
？

お
母
さ
ん　

え
え
。
急
に
倒
れ
て

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な

く
て
、
急
い
で
１
１
９
番
通
報
を

し
た
ん
で
す
っ
て
。
救
急
車
も
す

ぐ
に
来
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
大

事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
そ
う
よ
。

お
父
さ
ん　

よ
か
っ
た
ね
ぇ
。
で

も
、
最
近
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
で
も
救
急
車
を
呼
ぶ
人
が
増
え

て
い
る
ら
し
く
て
、
消
防
署
で
も

困
っ
て
い
る
ら
し
い
ぞ
。

ワ
ラ
ビ　

そ
う
そ
う
。
ぼ
く
も
そ

の
お
話
の
こ
と
知
っ
て
い
る
よ
。

消
防
本
部
で
聞
い
た
も
ん
。

お
父
さ
ん　

ん
？
消
防
体
験
学
習

に
行
っ
て
か
ら
、
す
っ
か
り
フ
ァ

イ
ア
ー
ボ
ー
イ
ズ
気
取
り
の
ワ
ラ

ビ
か
。
い
っ
た
い
ど
ん
な
お
話
を

聞
い
て
き
た
ん
だ
い
？

ワ
ラ
ビ　

え
〜
と
ね
。
救
急
車
の

出
動
は
、
以
前
と
比
べ
て
ず
い
ぶ

ん
と
増
え
て
い
る
ら
し
い
ん
だ
け

ど
、
な
か
に
は
、
ど
こ
の
病
院
に

行
け
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
か

ら
っ
て
救
急
車
を
呼
ん
だ
り
、
お

金
が
か
か
ら
な
い
か
ら
、
タ
ク
シ

ー
代
わ
り
に
利
用
し
た
り
す
る
よ

う
な
人
も
い
る
ら
し
い
ん
だ
。

お
母
さ
ん　

よ
く
な
い
行
為
ね
。

ワ
ラ
ビ　

で
し
ょ
？
急
病
人
や
事

故
で
け
が
人
が
出
た
と
き
に
、
救

え
る
は
ず
の
命
を
救
え
な
く
し
て

し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い

か
ら
、「
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
」
っ
て
言
っ
て
い
た
よ
。

お
父
さ
ん　

ち
ょ
っ
と
し
た
病
気

や
け
が
の
場
合
は
、
自
家
用
車
か

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
な
い
と
な
。

出動要請増える救急車　
適正な利用に　
皆さんご協力を　

　１１９番通報を受け 、 いち早く人命救

助に向かうのが救急車です。でも、そ

の利用はすべてが適正なものではあ

りません。一刻を争うような事態に、

いつでも出動できる体制を保つため

にも、皆さんご協力をお願いします。

親と子の
ニュースの
小窓

救
え
る
命
が
救
え
な
い
状
況
生
む
こ
と
に
も

緊
急
性
の
伴
わ
な
い
ケ
ー
ス
が
全
体
の
６
割

の
軽
い
け
が
で
も
１
１
９
番
通
報

し
て
く
る
人
は
い
る
ん
だ
っ
て
さ
。

お
父
さ
ん　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
家

に
１
人
で
い
た
ら
、
き
っ
と
呼
ん

で
い
た
さ
。
本
人
に
と
っ
て
は
一

大
事
な
の
か
も
し
れ
な
い
か
ら
ね
。

で
も
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
い
け
な
い
ん

だ
よ
。
私
た
ち
市
民
も
、
あ
る
程

度
の
予
備
知
識
を
持
っ
て
、
ち
ゃ

ん
と
し
た
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

ワ
ラ
ビ　

例
え
ば
？

お
母
さ
ん　

緊
急
時
に
受
け
付
け

て
く
れ
る
医
療
機
関
な
ん
か
を
知

っ
て
お
く
こ
と
も
た
い
せ
つ
ね
。

お
父
さ
ん　

う
ん
。『
広
報
蕨
』に

も
毎
月
、休
日
・
夜
間
の
急
患
診
療

や
、　

時
間
対
応
で
医
療
機
関
を

２４

紹
介
し
て
く
れ
る
埼
玉
県
救
急
医

療
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
情
報
が

出
て
る
よ
（
お
知
ら
せ
版
４�
）。

ワ
ラ
ビ　

そ
う
な
ん
だ
。ぼ
く
も
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
ち

ゃ
ん
と
頭
に
入
れ
て
お
く
よ
。

ワ
ラ
ビ　

蕨
に
は
、
錦
町
の
消
防

本
部
と
、
塚
越
分
署
に
救
急
車
が

３
台
あ
っ
て
、
昨
年
は
３
３
５
１

回
も
出
動
し
て
い
る
ら
し
い
ん
だ
。

で
も
、
６
割
く
ら
い
は
、
緊
急
じ

ゃ
な
い
も
の
だ
っ
た
ん
だ
っ
て
。

お
母
さ
ん　

そ
う
は
言
っ
て
も
、

お
隣
さ
ん
み
た
い
に
、
緊
急
な
も

の
か
ど
う
か
の
判
断
が
つ
か
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

お
父
さ
ん　

当
然
あ
る
だ
ろ
う
ね
。

で
も
先
日
み
た
い
に
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
が
「
鼻
血
出
た
か
ら
救
急
車

呼
ん
で
く
れ
」
っ
て
騒
い
で
い
た

の
に
、
お
母
さ
ん
は
呼
ば
な
か
っ

た
ろ
う
？

お
母
さ
ん　

あ
た
り
ま
え
よ
。

ワ
ラ
ビ　

だ
け
ど
、
そ
の
く
ら
い

消
防
本
部
の
指
令
室

緊
急
の
要
請
を
受
け
迅
速
に
対
応
す
る
救
急
隊
員
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北
町
在
住
の
高
校
生
、 
佐  
久  
間 

さ 

く 

ま

 
健 
さ
ん
は
夏
休
み
の
自
由
研
究
で
、

け
ん市

内
で
見
ら
れ
る
虫
や
草
木
を
調

査
し
、
分
布
図
と
し
て
ま
と
め
ま

し
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
生
き
物
が

大
好
き
な
佐
久
間
さ
ん
。「
都
市
化

が
進
ん
だ
蕨
に
は
ど
ん
な
生
き
物

が
い
る
の
か
な
」と
、猛
暑
が
続
い

た
８
月
上
旬
、
約　

か
所
の
公
園

２０

や
広
場
な
ど
を
探
索
し
ま
し
た
。

　

塚
越
７
丁
目
の
あ
づ
ま
公
園
で

は
ま
だ
青
い
ヒ
メ
グ
ル
ミ
の
実
が

た
く
さ
ん
な
っ
て
い
る
の
を
見
つ

け
、
城 
址 
公
園
で
は
珍
し
い
チ
ョ

し

ウ
ト
ン
ボ
を
捕
ま
え
る
な
ど
、
約

１
０
０
種
類
の
虫
や
草
木
を
確
認

し
ま
し
た
。「
ま
ち
が
整
備
さ
れ
、

生
き
物
に
は
厳
し
い
環
境
の
中
で

も
、
た
く
さ
ん
の
虫
が
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
皆
さ
ん
も
た
ま
に

は
ま
ち
の
中
の
自
然
に
目
を
向
け

て
、
限
り
あ
る
緑
を
た
い
せ
つ
に

し
ま
し
ょ
う
」と
、地
図
を
片
手
に

呼
び
か
け
る
佐
久
間
さ
ん
で
す
。

　

東
公
民
館
で
は
、
平
日
朝
８
時　

分
か
ら　

４５

１０

分
間
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
だ
れ
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
る「
健
幸
体
操
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
期
間
中
、
こ
の
体
操
に
参
加
し
て
い
る

の
が
、
塚
越
地
区
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
を
利

用
す
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。約　

人
が
参
加
し
、

２０

低
学
年
は
前
列
、
高
学
年
は
後
列
に
並
び
、
大

型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
先
生
の
映
像

を
見
な
が
ら
、腕
を
引
き
上
げ
胸
を
広
げ
た
り
、

腕
を
前
に
押
し
出
し
手
を
大
き
く
開
い
た
り
し

て
体
を
動
か
し
ま
す
。「
朝
、体
を
動
か
す
と
す

っ
き
り
す
る
よ
」
と
、
子
ど
も
た
ち
に
好
評
な

こ
の
体
操
。「
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
す
る
と

楽
し
い
ね
」
と
、
そ
の
後
、
指
導
室
で
過
ご
す

１
日
が
ま
す
ま
す
楽
し
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

優しさの「環境行動」

　
「
３
人
姉
妹
の
我
が
家
は
、
毎

日
に
ぎ
や
か
で
す
。
７
歳
の
長
女

 
沙  
理  
奈 
が
学
校
で
覚
え
た
踊
り
を

さ 

り 

な

私
に
見
せ
て
い
た
ら
、
双
子
の
凛

花（
右
）と
玲
花（
左
）も
、
見
よ
う

見
ま
ね
で
踊
っ
た
り
、
ア
ニ
メ
の

１
シ
ー
ン
を
ま
ね
て
、
晴
れ
て
い

る
の
に
傘
を
さ
し
て
歌
い
な
が
ら

ス
キ
ッ
プ
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
２
人
に
と
っ
て
は
、
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
学
校
へ
行
く

お
姉
ち
ゃ
ん
が
か
っ
こ
う
よ
く
見

え
る
よ
う
で
、七
夕
の
短
冊
に
は
、

『
お
姉
ち
ゃ
ん
の
１
年
２
組
に
行

っ
て
み
た
い
』
と
書
い
て
い
ま
し

た
。
３
人
姉
妹
が
そ
ろ
っ
て
小
学

校
へ
通
う
姿
を
見
る
日
が
楽
し
み

で
す
」と
、話
す
母
親
の
真
弓
さ
ん
。

　
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－４２７－

朝の体操で心も体も温かに

どもクラブ

����

��
（問）保健センター
　　　（�４３１・５５９０）

 

予
防
接
種
〜
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

　

受
け
る
前
に
、
冊
子
『
予
防
接
種
と

子
ど
も
の
健
康
』
を
必
ず
お
読
み
く
だ

さ
い
。
※
体
温
は
、
当
日
会
場
で
計
り

ま
す
。
対
象
＝
平
成　

年
７
月
〜　

年

１８

１９

６
月
生
ま
れ
（
２
回
の
接
種
が
済
ん
で

い
な
い
子
）　

※
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て

も
、　

か
月
未
満
ま
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

９０

 

エ
ン
ジ
ョ
イ
マ
マ
ク
ラ
ブ

　

育
児
不
安
の
あ
る
マ
マ
た
ち
の
ク
ラ

ブ
で
す
。

　

申
し
込
み
＝
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー

 

プ
レ
マ
マ
講
座
〜
妊
娠
中
の
マ
マ

た
ち
へ
／
と
き
＝　

月　

日（
木
）
午

１０

１１

後
１
時
半
〜
４
時　

産
婦
人
科
医
師
に

よ
る
妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て
の
お
話
、

先
輩
マ
マ
と
の
交
流
会　

申
し
込
み
＝

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー

 

両
親
学
級

　

３
回
目
は
土
曜
日
で
す
。ぜ
ひ
お
父
さ

ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。持
ち
物
＝
テ
キ

ス
ト
代　

円
、母
子
健
康
手
帳
、筆
記
用

４００

具　
※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

 

乳
幼
児
健
康
診
査
・
相
談

　

持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票

※
対
象
月
に
受
け
ら
れ
な
い
と
き
は
翌

月
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

 

離
乳
食
講
習
会

※
都
合
の
よ
い
１
日
を
選
ん
で
事
前
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

内　容対　象と　き

離乳食の
上手な進
め方と作
り方

平成１９年５月
生まれの第一
子の保護者

　　５日（水）
　　２１日（金）

平成１９年６月
生まれの第一
子の保護者

１０月１９日（金）
　　３０日（火）

時間＝午前９時４５分～１１時４５分
ところ＝保健センター
託児は可能ですが先着10人までです。
第２子以降の人はご相談ください。
持ち物＝母子健康手帳、筆記用具、赤ちゃ
んを連れて来る人はバスタオル、ビニール
袋（おむつ持ち帰り用）ほか必要な物

受付時間・
ところ対象児と　き

午後１時１５分
　　　～２時
保健

センター

平成１９年　
４月生まれ

１８日（火）
１９日（水）

４ か 月 児
健 診

平成１８年　
２月生まれ

２５日（火）
２６日（水）

１歳６か月児
健 診

平成１６年　
８月生まれ

７日（金）
１４日（金）

３ 歳 児
健 診

平成１５年　
２月生まれ２０日（木）４歳６か月児

健 診

午前１０時　
　～１０時半
保健

センター

平成１８年　
８月生まれ

１８日（火）
１９日（水）

１ 歳 児
相 談

対象地域と　き

北町、中央５～７丁目１０月２日（火）

塚越　　３日（水）

錦町、中央３・４丁目　　４日（木）

南町、中央１・２丁目　　５日（金）

予備日／１１月２日（金）　全域

受付時間＝午後１時半～２時半
ところ＝保健センター
持ち物＝記入した予診票、母子健
康手帳
〈次回は来年５月ごろ行う予定です〉

とき＝毎月１回　水曜日午前
10時～11時半

対象と初回
①平成19年５月生まれの第１
子とそのママ（初回は９月
１２日）
②平成19年６月生まれの第１
子とそのママ（初回は１０月
２４日）

＊お子さんの生まれ月により
参加を開始していただく月
が変わり、４回で修了とな
ります。

＊定員は全部で15組で、コー
スを修了された人数分（欠
員分）のみ新規募集をしま
す。

内　容
とき

回
１０月９月

妊婦歯科健
診・保健

１日
（月）

３日
（月）

１

食生活・赤ち
ゃんの育て方

１５日
（月）

１０日
（月）

２

お産の経過
沐浴実習

２０日
（土）

１５日
（土）

３

時間はいずれも
午後１時半～４時

東公民館
朝の健幸体操

����������
りん か

（３歳５か月）

����������
れい か

（３歳５か月）

�����������������
あ べ かず みち

����������
ま ゆみ

�������

　　　　　北町５丁目��
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ザ
ン
リ
ト
ル
バ
ン
ド
を
知

っ
て
い
ま
す
か
。
今
年
５

月
に
結
成
さ
れ
、
ジ
ャ
ズ
の
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
を
中
心
に
楽

器
を
上
下
左
右
に
ス
ウ
ィ
ン
グ
さ

せ
な
が
ら
演
奏
し
、
と
き
に
は
ヒ

ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
も
交
え
る
そ

の
姿
は
聴
く
人
の
目
も
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
南
小
学

校
で
吹
奏
楽
部
の
顧
問
を
し
て
い

る 
原 
先
生
の
教
え
子
た
ち
男
女　

は
ら

１０

人
で
す
。
卒
業
後
も
演
奏
活
動
を

続
け
た
い
と
い
う
中
学
１
年
生
８

人
に
高
校
生
２
人
が
加
わ
り
、
原

先
生
に
講
師
を
お
願
い
し
て
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

　

前
田
真
梨
子
さ
ん
（
中
央
１
丁

目
・　

歳
）は
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
担

１５

●広報蕨　№６６９　●発行／蕨市役所　〒３３５－８５０１　埼玉県蕨市中央５－１４－１５　�０４８（４３２）３２００　　●編集／秘書広報課広報広聴係

����� ひ と
�
リ
ト
ル
か
ら
ビ
ッ
グ
へ�
が
目
標

広
報
蕨　

六
六
九
号　

平
成
十
九
年
九
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

���������������������
まえ だ ま り こ

サ

当
。
だ
れ
も
が
認
め
る
リ
ー
ダ
ー

的
存
在
で
同
年
代
の 
小  
宮 
さ
ん
と

こ 
み
や

い
っ
し
ょ
に
仲
間
を
指
導
し
た
り

ま
と
め
た
り
し
て
い
ま
す
。
夢
は

プ
ロ
の
ジ
ャ
ズ
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏

者
に
な
る
こ
と
。
そ
の
夢
を
か
な

え
る
た
め
、
音
楽
大
学
を
目
指
す

彼
女
は
バ
ン
ド
活
動
の
傍
ら
、
月

２
回
の
個
人
レ
ッ
ス
ン
や
、
週
１

回
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン
に
も
通
っ
て

い
ま
す
。
レ
ッ
ス
ン
で
は
主
に
ク

ラ
シ
ッ
ク
を
習
っ
て
い
ま
す
。「
サ

ザ
ン
リ
ト
ル
バ
ン
ド
は
大
好
き
な

ジ
ャ
ズ
を
仲
間
と
思
い
切
り
演
奏

で
き
る
た
い
せ
つ
な
場
所
」で
す
。

　

８
月　

日
、
サ
ザ
ン
リ
ト
ル
バ

１８

ン
ド
は
品
川
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
。
こ
の
日
の
た
め
に
準

備
し
た
８
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

ジ
ャ
ズ
フ
ァ
ン
で
埋
ま
っ
た
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ア
ン
コ
ー

ル
が
２
回
も
起
こ
り
ま
し
た
。「
本

番
で
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
曲
を
ア

ン
コ
ー
ル
で
再
挑
戦
し
て
成
功
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
仲
間
と
喜
び

を
分
か
ち
合
え
て
う
れ
し
い
」。

　

デ
ビ
ュ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ

せ
た
サ
ザ
ン
リ
ト
ル
バ
ン
ド
。

「
今
は
周
り
の
大
人
に
助
け
て
も

ら
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
将

来
は
自
分
た
ち
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
企
画
し
、
バ
ン
ド
と
し
て
自
立

し
た
い
」。
リ
ト
ル
か
ら
ビ
ッ
グ

へ
、
前
田
さ
ん
と
サ
ザ
ン
リ
ト
ル

バ
ン
ド
は
歩
み
続
け
ま
す
。

サザンリトルバンドメンバー　　

わ
ら
び
の
野
鳥
・
虫
・
草　
　
　

ぷらっと・わらび・小さな旅

�����

　

ぷ
ら
っ
と
わ
ら
び
東

ル
ー
ト
２
番
目
の
停
留

所
「
蕨
駅
東
口
入
口
」

か
ら
北
に
徒
歩
５
分
の

所
に
「 
仁 に 
中 

ち
ゅ
う 

歩 
公
園
」

ぶ

は
あ
り
ま
す
。
面
積
５

２
７
平
方
㍍
の
同
園
は
、

昭
和　

年
に
制
定
さ
れ

６３

た
全
国
初
の
「
蕨
市
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
適
用

第
１
号
と
し
て
発
足
し

た
「
塚
越
２
丁
目
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」
が
市

と
い
っ
し
ょ
に
考
え
造

り
直
し
た
公
園
で
す
。

住
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

し
た
り
、
出
来
上
が
り
の
イ
メ
ー

ジ
絵
を
描
い
て
も
ら
っ
た
り
し
て

子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
も

心
に
残
る
よ
う
な
公
園
に
し
よ
う

と
議
論
を
交
わ
し
な
が
ら

設
計
図
を
ま
と
め
、
平
成

３
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

園
内
に
は
、 
湧 
水
や
水

ゆ
う

路
、
住
民
の
手
で
模
様
付

け
し
た
陶
板
な
ど
が
あ
り
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
る
、
安
ら
ぎ
と
憩
い
の

空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
園
が
生
ま
れ
変
わ
っ

て
今
年
で　

年
。
同
協
議

１６

会
で
は
、
住
民
手
作
り
の

公
園
で
あ
る
誇
り
と
愛
着

を
持
ち
続
け
、
新
し
い
住

民
の
皆
さ
ん
に
も
、
公
園

「
仁
中
歩
公
園
」

キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス

に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
今
年

の
６
月
５
日
、
町
会
の
歩
み
と
公

園
の
沿
革
を
記
し
た
プ
レ
ー
ト
を

園
の
入
り
口
に
設
置
し
て
い
ま
す
。会場：北小学校


